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a(2i) ≡ αU.fq,f+1 forl≦i≦N-1
するとi番目のSubSy8temH.(i)紘
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6 これからの課題
我々は､2つの皇子力学系が異なる熱伝導の振る舞いを示すことを示した｡しかしなが
らこの実験で非可積分系においてFomierlawが現れたということは完全に示すことはでき
ていない｡なぜなら現れた温度勾配は熱浴が要請した勾配より非常に小さい債であるし更
にFomierlawが現れたことを確定するには熱流のN依存性をみなければならないからだ｡
皇子系においても古典系同様湿度のとびが観測された｡CAでは両端の湿度ギャップは
Nに反比例して小さくなっていく【12】｡皇子系においてもそのようなN依存性を詞べてお
く必要があるであろう｡それゆえ系のサイズN を大きくしていく計算法の開発が重要と
なってくる｡
section3で説明したように我々がつかった2つの力学系はそのエネルギースペクトラム
において特徴的な違いを示した｡皇子系において熱伝導と準位間隔分布には関係があると
期待される｡それは皇子系において古典系の非線形性に相当するものは準位間隔分布に現
れてくるからである｡それゆえこの関係を系統的に調べることは古典系とは違った皇子系
における熱伝導の特徴を理解する上で重要となるであろう｡
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